











In this paper, we pay attention to the exchange and cooperation work between urban residents and rural areas which 
have received attention in recent years, and report on practical cases and consider each of them. The fi rst case study is 
about the spread of urban residents and rural exchanges by through what is known as the “School of the rice fi eld” prac-
ticed in the Katsushika City Museum. In this case, we will examine how urban residents and rural areas should conduct 
exchange programs and continue activities through the Katsushika City Museum. The second case study examines a 
continuing ten year long program in the Minami Boso rural area, a short ninety minutes from Tokyo In this case, we 
will consider collaboration between farmers and urban residents, the future food safety and the role of ‘Satoyama’ in 
environmental conservation.
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事者における 60歳以上の割合は 47.8％とほぼ 2人に 1人となり，平均年齢も 64.8歳に達している。県内の
耕作放棄地面積は，1980年中頃まで 3,000ha程度で推移していたが，それ以降，急激に増加して 2005年に
は約 1.7万 haに達した。（北澤 2011）。耕作放棄地の増加は，イノシシの餌の供給源と隠れ場所を提供する































































































































30％，70代 30％，第 2回が 70代 25％，80代以上 35％で，3回目が 60代 38％，80代以上 31％と 60代以
上がいちばん大きいウェイトを占めている。男女比は，3回ともほぼ同数である。また，公開講座への参加
状況についての問いでは，はじめてと 2～ 3回目という回答が 10～ 20％と低かったのに対して，4～ 9回
目という回答が第 1回で 40％，第 2回 25％，第 3回 31％と高く，さらに 10回以上と答えた人は，第 1回
40％，第 2回 40％，第 3回 44％と極めて高いことが分かる。
次に，講義のテーマ及び内容に関する問いでは，第 1回が大変良かった 55％，良かった 40％，第 2回で
は大変良かった 40％，良かった 45％，第 3回は大変良かった 25％，良かった 56％で，両方の合計が 81～
95％と極めて高い。反対に，すこしもの足りなかったを選んだ人は 3回を通じて 0～ 10％，つまらなかっ
たを選んだ人は 0～ 5％と極めて低い。講義のテーマと内容に関しては，3人の講師が非常に良い講演をし
てくれたことが分かる。
また，講義内容の難易度を問う質問では，第 1回，理解できた 65％，だいたい理解できた 35％，第 2回，





















ちなみに，私（岡田）は，2005年（平成 17年）～ 2016年（平成 28年）まで 12年間，本講座の企画・調整・
司会を担当し，2017年（平成 29年）の春の講座では，企画・調整のみ担当したことを付け加える。
注
１ 平成 10（1998）年度，国土庁，文部省（いずれも名称は当時），農林水産省の 3省庁合同の調査（「国土・
環境保全に資する教育の効果を高めるためのモデル調査」）において，各界有識者による研究会が設置
され，水田などを積極的に活用した環境教育「田んぼの学校」が提唱された。当館の田んぼの学校にか
かわる事業はこの環境教育の概念に基づいて博物館という場所を通じて農業体験，自然体験を展開して
きた。
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